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保 険 課

令和５年度国民健康保険特別会計決算報告 
                                     

１ 決算報告 

   令和５年度は、歳入は予算見込みを上回る国保税収などとともに、歳出は予備費

の減等により、形式収支は約 3.4 億円の黒字となった。 

しかし、被保険者数減に伴う国保税収入の減（R4 年度比△304,957 千円）及び 1

人あたり納付金の増等（R4 年度比＋6,909 円）により、基金残高の約 18.8 億円から

約 10.8 億円を繰入れするとともに、決算後の形式収支の 3.4 億円の基金積み立てを

行ったが、基金残高は約 11.4 億円となり、大幅な減額となった。 

 

(1) 令和５年度決算総括表（千円単位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項ア関係 
 

R4 年度比△304,957 千円 

R4 年度比＋6,909 円 

 



 

 

(2) 国保特会基金残高（千円単位） 

 

   

国保事業を円滑に進めるためには、安定した財政基盤での運営が前提にあり、安

定した財政運営を行うためには、収支状況のバランスに注視しながら、税率改正の

検討を進めていくこととなる。 

現状、令和６年度末で、財源不足を補うための基金残高が、約 8.7 億円(うち令和

５年度末基金残高11.4億円から令和６年度基金繰入金△8.9億円、決算剰余金＋6.3

億円と見込み、差引△2.6 億円)の見込みとなっているものの、1 人あたり所得の増

加に伴う国保税収の増額や県算定の納付金が見込みよりも少なかったことなどから、

令和５年度と比べ、減額幅は少なくなる見込みである。 

引き続き、国県補助金の積極的な確保や被保険者の積極的な健診受診の勧奨など、

総合的な視点で健全な財政運営に努めていきたい。 
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